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ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ガ
ザ
地
区
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
な
ど
世
界
で
は
今

も
様
々
な
紛
争
が
あ
り
、
ま
た
、

地
球
温
暖
化
は
生
態
系
に
深
刻
な

ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
な
ど
、
私
た

ち
人
類
は
ギ
リ
ギ
リ
の
局
面
に
い

る
。
こ
う
し
た
中
、
超
大
国
ア
メ

リ
カ
に
行
っ
て
、
グ
ロ
ー
カ
ル
・

シ
テ
ィ
と
は
何
か
、
改
め
て
考
え

る
、
そ
れ
が
私
の
も
う
ひ
と
つ
の

目
的
で
あ
っ
た
。

　

ハ
リ
ス
が
創
設
し
た
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
・
シ
テ
ィ
・
カ
レ
ッ
ジ
は
、

10
人
も
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を

輩
出
し
た
名
門
校
だ
。
そ
こ
で
は
、

ヴ
ィ
ン
セ
ン
ト
学
長
た
ち
に
よ
る

温
か
い
歓
迎
と
特
別
講
義
が
私
た

ち
の
た
め
に
実
施
さ
れ
た
。
部
屋
に

は
た
く
さ
ん
の
ガ
ラ
ス
ケ
ー
ス
が

並
び
、
下
田
開
港
の
資
料
（
和
紙
に

毛
筆
書
き
な
ど
）
が
多
数
展
示
さ
れ

て
い
て
、
教
育
者
ハ
リ
ス
の
レ
ガ

シ
ー
に
感
動
し
た
。
ま
た
、
そ
の
子

孫
に
あ
た
る
人
が
遠
く
フ
ロ
リ
ダ

か
ら
来
て
く
れ
て
、
来
年
の
黒
船
祭

へ
の
参
加
を
約
束
し
て
く
れ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
市
は
、
落
ち
着

い
た
佇
ま
い
の
品
格
あ
る
港
町

だ
っ
た
。
こ
こ
で
は
ペ
リ
ー
提
督

の
子
孫
と
い
う
人
と
お
会
い
し
、

同
じ
よ
う
に
黒
船
祭
参
加
の
約
束
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今
回
の
訪
問
の
最
大
の
成
果
は
、

三
年
間
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
両
市
の
関
係
は

一
層
強
固
な
も
の
に
な
っ
た
こ
と

だ
。
こ
れ
は
両
市
の
ト
ッ
プ
が
新

し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
見
事

に
確
立
で
き
た
か
ら
だ
と
思
う
。

　

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
市
の
サ
イ
市
長

は
三
十
九
歳
と
若
い
。
ア
メ
リ
カ

人
特
有
の
多
弁
型
で
は
な
い
が
、

対
応
は
丁
寧
で
、
心
配
り
の
あ
る

人
と
見
受
け
し
た
。

　

あ
る
日
公
式
行
事
が
終
わ
っ
た

後
、
彼
が
我
々
を
市
民
球
場
で
行

わ
れ
る
ナ
イ
タ
ー
に
案
内
し
て
く

れ
た
。
セ
ミ
プ
ロ
級
の
野
球
で
、

地
元
球
団
が
別
の
市
の
チ
ー
ム
を

迎
え
て
の
試
合
だ
。
試
合
前
セ
レ

モ
ニ
ー
で
司
会
者
か
ら
マ
ウ
ン
ド

に
立
つ
松
木
市
長
が
、

「
日
本
の
下
田
か
ら
来
た
、
メ
イ

ヤ
ー
・
マ
ツ
キ
！
」

と
紹
介
さ
れ
る
と
、
数
百
人
の

観
衆
か
ら
大
き
な
拍
手
が
わ
き
、

「
シ
モ
ダ
、
シ
モ
ダ
」
と
い
う
声

も
聞
こ
え
た
。
公
式
行
事
や
食

事
会
と
違
っ
て
、
多
く
の
一
般

市
民
か
ら
の
歓
迎
に
大
変
感
動

し
た
。
市
長
も
一
塁
側
、
三
塁

野田副会長夫妻

側
の
観
衆
に
手
を
振
っ
て
応
え

た
。
サ
イ
市
長
の
粋
な
計
ら
い

に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

　

今
回
の
訪
問
で
印
象
に
残
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
サ
イ
市
長
の
案
内

で
前
回
同
様
、
議
場
を
見
学
し
た
。

議
員
へ
の
我
々
の
紹
介
の
後
、
議
会

が
始
ま
る
の
で
退
室
し
た
。
上
階
か

ら
議
場
を
覗
く
と
、
傍
聴
席
の
市

民
が
マ
イ
ク
の
前
に
立
ち
、
議
員

席
に
な
に
か
訴
え
て
い
る
。
案
内

の
市
長
秘
書
が
説
明
し
て
く
れ
た
。

　

「
市
民
が
一
人
三
分
、
地
域
の

問
題
を
陳
情
し
て
い
る
の
で
す

よ
」

　

ア
メ
リ
カ
は
直
接
民
主
主
義
の

国
で
、
市
民
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
イ

ン
グ
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
は
聞
い

て
い
る
が
、
こ
ん
な
場
が
あ
る
と

は
予
想
外
だ
っ
た
。

　

帰
国
後
、
サ
イ
市
長
に
お
礼
の

メ
ー
ル
を
送
っ
た
と
こ
ろ
、
次
の

返
信
が
あ
っ
た
。

　

「
下
田
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

が
果
た
し
て
い
る
役
割
に
深
く
感

謝
し
て
い
ま
す
。
来
年
五
月
に
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て

お
り
ま
す
」

　

当
ク
ラ
ブ
は
来
年
二
十
周
年
を

迎
え
る
。
創
立
以
来
、
両
市
の
友

好
促
進
の
キ
ー
マ
ン
と
し
て
活
躍

す
る
進
士
薫
輝
理
事
兼
事
務
局
長

を
中
心
に
、
心
の
通
う
歓
迎
を
計

画
し
た
い
。

澤村会長夫妻

 

訪
問
団
団
長 

　
　

松
木　

正
一
郎

 

下
田
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

　
　
　
　
　

ク
ラ
ブ
会
長

　
　

澤
村　

紀
一
郎

　

七
年
前
に
初
め
て
訪
問
し
た

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
、
高
級
感
の
あ
る

リ
ゾ
ー
ト
地
な
の
に
街
の
雰
囲
気

は
ど
こ
か
下
田
と
似
て
い
て
、
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ま
か
ら
と
て
も
温

か
な
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
機
会

が
あ
れ
ば
再
度
訪
問
し
て
み
た
い

と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
今
年
７

月
、
二
度
目
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
訪

問
の
機
会
を
得
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
四
年
ぶ
り
の
市
民
交
流

へ
の
期
待
に
加
え
、
前
回
の
訪
問
時

に
お
世
話
に
な
っ
た
皆
さ
ま
と
の
再

会
、
知
り
え
な
か
っ
た
ニ
ュ
ー
ポ
ー

ト
の
魅
力
を
も
っ
と
味
わ
え
る
こ
と

を
楽
し
み
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
で
は
歓
迎
交
流

会
・
姉
妹
都
市
交
流
式
典
・
市
長

（
市
役
所
）
訪
問
・
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の

行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ど
の

場
に
お
い
て
も
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
市

の
市
長
様
を
は
じ
め
、
議
員
・
市

民
の
皆
さ
ま
の
心
温
ま
る
お
も
て

な
し
を
い
た
だ
き
、
親
し
く
交
流

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

何
よ
り
も
、
短
時
間
で
し
た
が
下

田
で
お
会
い
し
た
方
々
に
再
会
で

き
た
嬉
し
さ
は
格
別
で
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
で
不
思
議
に
感
じ

た
こ
と
は
、
二
度
目
の
訪
問
と
は
い

え
、
初
対
面
の
方
で
あ
っ
て
も
、
お

互
い
に
ど
こ
か
で
気
持
ち
が
通
じ

合
え
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
し
た
。

　

人
に
初
め
て
会
う
時
に
は
、
何

と
な
く
緊
張
す
る
も
の
で
す
が
、

長
い
間
、
下
田
と
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

の
姉
妹
都
市
交
流
で
培
っ
て
き
た

「
心
の
交
流
」
は
無
意
識
の
う
ち

に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

交
流
は
継
続
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
打
ち
解
け
合
い
、
互

い
を
思
い
や
り
、
よ
り
良
い
関

係
を
築
こ
う
と
願
う
心
が
醸
成

さ
れ
て
い
く
と
こ
ろ
に
意
義
が

あ
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

　

ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
の
皆
さ
ま
か
ら

も
「
来
年
は
必
ず
下
田
に
行
き
ま

す
。
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。
開
港
１
７
０
周

年
と
な
る
来
年
の
黒
船
祭
、
こ
れ

か
ら
も
末
永
く
交
流
が
続
く
こ
と

を
願
い
、
心
か
ら
の
歓
迎
を
し
て

差
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
緒
に
参
加
さ
れ
た
中
学
生

の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
の
度
の
経

験
を
元
に
広
く
海
外
に
も
目
を

向
け
、
世
界
に
羽
ば
た
い
た
り

下
田
市
と
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
市
の

友
好
・
発
展
の
担
い
手
に
な
っ

た
り
し
て
く
れ
る
こ
と
を
大
い

に
期
待
し
ま
す
。

 

下
田
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト

　
　
　
　

ク
ラ
ブ
副
会
長

　
　

野
田　

光
男

し
て
く
れ
た
。

　

下
田
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ

の
澤
村
理
事
長
、
野
田
副
理
事

長
に
よ
る
市
民
交
流
の
再
開
も

大
き
な
収
穫
だ
っ
た
。
両
ご
夫

妻
の
素
晴
ら
し
い
対
応
で
、
ボ
ー

ト
ハ
ウ
ス
で
の
歓
迎
会
は
た
く

さ
ん
の
笑
顔
が
は
じ
け
た
。

　

若
く
て
知
的
な
サ
イ
市
長
は
謙

虚
で
親
切
な
人
で
、
野
球
観
戦
に

誘
っ
て
く
れ
た
。
古
く
て
小
さ
な
野

球
場
だ
っ
た
が
、
そ
れ
が
実
に
良

か
っ
た
。
試
合
の
合
間
合
間
に
子
ど

も
た
ち
の
ベ
ー
ス
ラ
ン
ニ
ン
グ
競

争
な
ど
様
々
な
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

も
あ
り
、私
た
ち
は
初
夏
の
夕
暮
れ
、

木
製
の
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
ホ
ッ
ト

ド
ッ
ク
を
食
べ
な
が
ら
、
観
客
た

ち
歓
声
や
笑
い
声
に
包
ま
れ
、
ま

る
で
映
画
の
よ
う
な
古
き
良
き
ア

メ
リ
カ
を
実
体
験
し
た
の
だ
っ
た
。　

　

下
田
市
は
、
開
港
の
地
と
し
て

ア
メ
リ
カ
と
の
交
流
と
い
う
貴

重
な
資
産
を
持
っ
て
い
る
。
今
後

も
国
際
交
流
を
深
め
な
が
ら
、
混

迷
が
広
が
る
世
界
に
向
け
、
し
っ

か
り
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

信
す
べ
き
だ
。
今
回
派
遣
さ
れ

た
下
中
生
に
続
い
て
下
田
高
校

の
生
徒
も
ア
メ
リ
カ
訪
問
を
行

う
と
聞
く
。
彼
ら
若
者
た
ち
の

国
際
化
、
そ
れ
は
き
っ
と
グ
ロ
ー

カ
ル
・
シ
テ
ィ
下
田
の
未
来
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

ニューポート市の球場

ニューヨーク市立大学

ヴィンセント学長

ニューポートヨットクラブ

トーローパークでの記念式典
サイ市長（右１）

ナポリターノ前市長（右３）

スティーブ副会長



　

令
和
５
年
度
下
田
市
表
彰
・
下
田
市

技
能
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
皆
さ

ま
の
功
績
と
功
労
を
称
え
こ
こ
に
紹
介

し
ま
す
。

下
田
市
表
彰
と
は

　

下
田
市
表
彰
で
は
、
長
年
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
進
展
に
寄
与
さ
れ
、
ま
た

社
会
福
祉
や
教
育
文
化
の
向
上
、
産
業

の
振
興
等
に
貢
献
さ
れ
る
な
ど
、
市
民

の
模
範
と
な
っ
た
方
々
を
表
彰
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
表
彰
に
準
ず
る
方
々
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰
と
は

　

下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰
で
は
、
30

年
以
上
こ
の
道
一
筋
に
ご
精
進
さ
れ
、

業
界
の
発
展
と
、
後
進
の
育
成
に
努
め

ら
れ
、
今
日
の
下
田
市
に
お
け
る
地
域

経
済
の
振
興
に
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
を

表
彰
し
て
い
ま
す
。

令和
５年度
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地方自治功労

　

平
成
27
年
か
ら
令
和
５
年
ま
で
の
８
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
議
会
議
員
と

し
て
在
職
さ
れ
、
下
田
市
議
会
副
議
長
を

務
め
る
な
ど
地
方
自
治
の
進
展
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

下
田
市
表
彰
・
下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰

下
田
市
表
彰
・
下
田
市
技
能
功
労
者
表
彰

問
合
せ
先　

企
画
課
秘
書
広
報
係　

☎
㉒
２
２
１
２

進
し ん じ

士　濱
は ま み

美 さん
（76 歳） 吉佐美

地方自治功労

小
こいずみ

泉　孝
た か よ し

敬 さん
（72 歳） 須原

　

平
成
23
年
か
ら
令
和
５
年
ま
で
の
12
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
議
会
議
員
と

し
て
在
職
さ
れ
、
下
田
市
議
会
議
長
、
下

田
市
監
査
委
員
を
務
め
る
な
ど
地
方
自
治

の
進
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

社会福祉功労

　

平
成
22
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
の
12
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
人
権
啓
発
活
動
に

努
め
、
地
域
の
人
権
意
識
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

ご本人の

ご意向により

写真の掲載を

控えさせて

いただきます。

河
か わ い

井　惠
え み こ

美子 さん
（66 歳） 吉佐美

社会福祉功労

鈴
す ず き

木　ちか子
こ

 さん
（76 歳） 中

　

平
成
19
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
の
15

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
民
生
委

員
児
童
委
員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
民
生

の
安
定
と
児
童
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
22
年
か
ら
令
和
４
年
ま
で
の
12
年

の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
人
権
擁
護
委

員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
人
権
啓
発
活
動
に

努
め
、
地
域
の
人
権
意
識
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

地方自治功労

滝
た き う ち

内　久
ひ さ お

生 さん
（70 歳） 柿崎

　

平
成
27
年
か
ら
令
和
５
年
ま
で
の
８

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
下
田
市
議
会
議

員
と
し
て
在
職
さ
れ
、
下
田
市
議
会
議

長
を
務
め
る
な
ど
地
方
自
治
の
進
展
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

土
つ ち や

屋　貢
みつぎ

　さん

（71 歳）　大賀茂

建築大工　

経験 56 年

三津巍建築

下
田
市
技
能

下
田
市
技
能

         
         

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

山
や ま も と

本　利
と し み つ

光　さん

（70 歳） 相玉

建築大工　

経験 48 年

相玉　山本建築

下
田
市
技
能

下
田
市
技
能

         
         

功
労
者
表
彰

功
労
者
表
彰

ご本人の

ご意向により

写真の掲載を

控えさせて

いただきます。

下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰

下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰

下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰

ご本人の

ご意向により

写真の掲載を

控えさせて

いただきます。

献血功労

　

多
年
に
わ
た
り
献
血
事
業
の
重
要
性
を

理
解
し
、
愛
の
献
血
に
積
極
的
に
協
力
さ

れ
、
献
血
回
数
が
50
回
以
上
に
達
し
ま
し

た
。

小
お だ

田　文
ふみひろ

宏 さん
（58 歳） 高馬

下田市表彰　篤行表彰下田市表彰　篤行表彰

地方自治功労
社会福祉功労

　

平
成
19
年
か
ら
令
和
５
年
ま
で
の
15
年

に
わ
た
り
行
政
相
談
委
員
を
、
平
成
16
年

か
ら
令
和
４
年
ま
で
の
18
年
に
わ
た
り
下

田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
を
歴
任
さ
れ
、

ま
た
下
田
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

に
あ
っ
て
は
会
長
を
務
め
る
な
ど
永
き
に

わ
た
り
地
方
自
治
の
進
展
及
び
民
生
の
安

定
と
児
童
福
祉
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。

村
む ら や ま

山　登
と み お

美雄 さん
（78 歳） 蓮台寺

下田市表彰　有功表彰下田市表彰　有功表彰

社会福祉功労

佐
さ さ き

々木　一
かずひろ

宏 さん
（74 歳） 白浜

下
田
市
表
彰

下
田
市
表
彰　　

篤
行
表
彰

篤
行
表
彰

　

視
覚
障
が
い
者
当
事
者
団
体

と
し
て
、
情
報
交
換
や
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
、
障
が

い
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
積
極

的
に
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
団
体

下
田
ア
イ
フ
レ
ン
ズ

下
田
市
表
彰

下
田
市
表
彰　　

篤
行
表
彰

篤
行
表
彰

　

介
護
施
設
で
の
日
本
舞
踊
の

披
露
な
ど
、
慰
問
や
定
期
発
表

会
を
実
施
し
、
日
本
舞
踊
を
通

じ
た
地
域
振
興
、
市
民
の
心
身

の
健
康
向
上
及
び
日
本
文
化
の

継
承
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

優
良
団
体

花
み
ず
き
会



一般行政

区分
部門

市
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
を
公
表
し
ま
す

市
の
人
事
行
政
の
運
営
等
の

状
況
を
公
表
し
ま
す

　

市
職
員
の
給
与
は
、
基
本
給
と
し
て
の
給
料
と
扶
養
手
当
・
通
勤
手
当
な
ど
の

諸
手
当
に
よ
り
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
公
表
は
、
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

知
ら
せ
し
、
そ
の
公
正
性
及
び
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

　
　

問
合
せ
先　

総
務
課
人
事
係　

☎
㉒
２
２
１
１

(注) １．職員数は、一般職に属する職員数です。
 ２．再任用ﾌﾙﾀｲﾑ勤務職員(令和4年度1人､令和5年度4人)及び特定任期付職員(令和4年度2人､令和5年度2人)を含み､再任用短時間勤務
  職員(令和4年度10人､令和5年度10人)及び一部事務組合への派遣職員(令和4年度1人､令和5年度1人)は除きます｡
 ３．（　）は、会計年度任用職員フルタイムの数を外数で示します。
 ４．〈　〉は、条例定数の合計です。

（２）採用及び退職の状況（令和４年度）

部門

採用

離　　　職（人）
退　職 免　職

失職 合計
定年 勧奨 普通 早期退職

募集制度 死亡 任期満了 分限 懲戒

合計 13 8 0 9 3 0 0 0 0 0 20

区分

（注） １．採用は、令和４年４月２日から令和５年４月１日の間に採用した者の人数です。再任用フルタイム勤務職員は除きます。
 ２．退職は、令和４年４月１日から令和５年３月31日の間に退職した者の人数です。再任用フルタイム勤務職員は除きます。
 ３．定年退職者のうち３人を再任用フルタイム勤務職員、３人を再任用短時間勤務職員として任用。

（注） １．職員手当には、退職手当と児童手当は含みません。
 ２．（　）は、会計年度任用職員フルタイムの数を外数で示します。

２．給与の状況
（１）人件費の状況
　　（令和４年度普通会計決算） 

（２）職員給与費の状況
　　（令和５年度普通会計当初予算）
職員数
（A）

職　　員　　給　　与　　費 1人当たり給与費
B／ A給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）

215人
（24）人

815,229
（56,564）

125,771
(2,465)

320,862
（10,851）

1,261,862
（69,880）

5,869
(2,912）

（単位：千円）（単位：千円）
※詳細は市ホームページにある「等級及び職制上の段階
　ごとの職員数の公表について」というページに掲載して
　います。
　トップページの右上にある「サイト内検索」で検索して
　ください。

（７）期末・勤勉手当の状況

区分
下　田　市 国

期末手当 勤勉手当 計 期末手当 勤勉手当 計

6月期 1.200

1.200

2.400

1.000

1.000

2.000

2.200

2.200

4.400

1.200

1.200

2.400

1.000

1.000

2.000

2.200

2.200

4.400

12月期

計

（令和５年４月１日現在　単位：月分）

（５）経験年数別・学歴別平均給料月額の状況

区　　分 経験年数
10年

経験年数
20年

経験年数
25年

経験年数
30年

一般
行政職

大学卒 263,550円

243,600円

222,100円

353,050円

305,200円

275,000円

408,267円

335,100円

314,600円

413,857円

402,600円

355,100円

高校卒

技能
労務職 高校卒

（注） 経験年数に該当する職員の平均給与月額を記載していますが、経験年数に
 該当職員がいない等の場合は、近似値を記載しています。

　（令和５年４月１日現在）

（３）平均給料月額、平均給与月額及び平均年齢の状況

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 292,022円

338,782円
361,588円
352,027円

38.2歳
50.8歳技能労務職

（注） 平均給与月額とは、給料及び職員手当（扶養手当、地域手当、住居手当、
 通勤手当、単身赴任手当、時間外勤務手当等）の合計です。

　（令和５年４月１日現在）
 （８）退職手当の状況 

区 分
下　　田　　市 国
自己都合 定年・応募認定 自己都合 定年・応募認定

勤続20年 19.6695月分 24.586875月分 19.6695月分 24.586875月分

勤続25年 28.0395月分 33.27075月分 28.0395月分 33.27075月分

勤続35年 39.7575月分 47.709月分 39.7575月分 47.709月分

最高限度 47.709月分 47.709月分 47.709月分 47.709月分

１人当たりの
平均支給額 13,658千円 －

（注） １人当たりの平均支給額は、令和３年度に退職した職員に支給された退職 
 手当の平均額です。

　（令和５年４月１日現在）

イ．扶養手当、住居手当、通勤手当

区分 内容 国の制度との比較
（異なる内容）

扶養手当

配偶者                6,500円
子                     10,000円
配偶者及び子以外の扶養親族
1人につき 6,500円
特定扶養加算  5,000円加算

国の制度と同じ

住居手当 借家・借間居住者
支給限度額　　28,000円 国の制度と同じ

通勤手当 ２km以上の通勤者
実費及び通勤距離等により支給

距離区分が
異なる

　（令和５年４月１日現在）

（10）特別職の給与等の状況  
区分 給料・報酬月額 期末手当の支給割合

給
料

市　長 671,000円 6月期　2.00月分
12月期　2.00月分
計　　4.00月分

副市長 596,000円

教育長 545,000円

報
酬

議　長 350,000円 6月期　1.575月分
12月期　1.575月分
　計　　3.150月分

副議長 315,000円

議　員 290,000円

　（令和５年４月１日現在）

職　員　数（人）

議　　会
総　　務
税　　務
農林水産
商　　工
土　　木
民　　生

衛　　生

小　　計
教　　育

公営企業
等会計

水　　道
下 水 道
そ の 他
小　　計

合　　計

主な増減理由

欠員補充

退職不補充
県人事交流職員の配置

幼保再編整備によるもの

幼稚園の廃園
欠員補充

退職不補充、新型コロナ感染
症対策関係職員の減

令和４年度
4
60
19
9
10
17

48(21)

191
24(1)
9
4
19
32

24

247(22)
〈286〉

特別行政

令和５年度

241(18)
〈286〉

4
61
19
8
9
17

49(17)

186
22(1)
10
4
19
33

対前年増減

19

△6(△4)

△5

1

△1
△1

1(△4)

△2
1

（３）定員適正化のための数値目標及び進捗状況
　令和４年から令和７年までの４年間で４人の削減を目標とする第７次定員適正化計画を策定し、次の
ように定員適正化を進めています。

令和３年４月１日職員数
令和７年４月１日目標職員数
計画期間中削減目標

246人
242人
△４人

年 度
計画（R４～R７）

実 績

R３
―
246

R４
250
247

R５
246

R６
246

R７
242

（４）初任給の状況　　　　                  

区　　分
下　田　市 国
初任給 初任給

一般
行政職

大学卒 191,500円

164,000円

164,000円

総合職　198,500円
一般職　185,200円

高校卒 一般職　154,600円

技能
労務職 高校卒 一般職　150,100円

　（令和５年４月１日現在）

（６）一般行政職の級別職員数の状況

区分 標準的な職務内容 職員数
（人） （%）

構成比

１級 主事、技師
２級 主事、技師
３級 主事、技師
４級 係長、主幹、主査
５級 課長補佐、副室長、副所長、局長補佐、検査監
６級 課長、室長、所長、局長、参事、技監
計

34
45
21
35
10
18
163

20.9
27.6
12.9
21.5
6.1
11.0
100.0

(注) １．「標準的な職務内容」とは、それぞれの級に該当する職務です。
 ２．再任用フルタイム勤務職員（３人）は除きます。

　（令和５年４月１日現在）

ア．時間外勤務手当 （令和３年度、令和４年度普通会計決算）

令和
４年度

職員1人当たり
支給年額

職員1人当たり
支給年額

令和
３年度

時
間
外
勤
務
手
当

支給総額

支給総額

74,589千円

381千円

74,615千円

380千円

（９）その他の主な手当の内容

歳出額
（Ａ）

人件費
（Ｂ）

人件費率
（Ｂ／Ａ）

12,146,312 2,107,273 17.3％

１．任免及び人数に関する状況
（１）部門別職員数の状況と主な増減理由                                     （令和５年４月１日現在）
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専用凝固剤を投入し排泄を済ま

せます。

防災かわら版　～ 11 月は地震防災強化月間です～防災かわら版　～ 11 月は地震防災強化月間です～
問合せ先問合せ先　　防災安全課（窓口⑩）　☎防災安全課（窓口⑩）　☎㊱㊱４１４５４１４５

災害用トイレの重要性

　災害時の備蓄品といえば水や食料といった物資が注目されますが、盲点になりやすいのがトイレです。災害時に

断水が発生したり建物が倒壊したりするとトイレが使用できなくなる可能性があることから、そのような事態に備

え災害用トイレの準備が重要です。

　今回は下田市で備蓄している災害用トイレ（ラップポン）についてご紹介します。

ラップポンの機能

　
排泄後、スイッチのボタンを押

すと自動でラップを開始します。
　
約90秒後、終了音（ピッピッピー）

が鳴ると切り離し完了です。

②スイッチのボタンを押す ③ラップ済み袋を取り出す①専用凝固剤を入れる

Ⅰ．防臭フィルム

　特殊な防臭フィルム（BOS）と熱吸着により臭いや菌の漏れを防ぎます。

ラップされた袋は紙オムツと同様の処理が可能です。

Ⅲ．工具不要、組立・操作が簡単

　組み立てには工具を使わず、ネジを留めるだけでできあがります。作業中など手袋をはめたままでも簡単に組み立てるこ

とができ、操作も簡単に行うことができます。

Ⅱ．コンパクトで持ち運び可能

　本体は傷がついても錆びにくく、手入れしやすいアルミニウム合金製

です。重さも12kgと非常用トイレとしては軽量なため、持ち運びも簡単で、

災害時にはすぐに設置・使用が可能です。

Ⅳ．安全機能付き

　フィルムが閉じるときに、異物や人の手などが挟み込ま

れるのを感知すると動作を中断する「挟み込み防止機能」

が搭載されています。

　また、熱圧縮により排泄物を１回ごとに密封させる「自

動ラップ機構」も備わっています。毎回、個包装にして切

り離すため清潔に使用することができ、後処理・手入れも

簡単にできます。

～地域防災訓練のお知らせ～

　12 月３日（日）は地域防災訓練の日です。南海トラフ巨大地震などの大規模地震が発生した想定で、地域の実

情に沿った内容の防災訓練を行います。午前９時に地震発生のサイレンを鳴らし、同時に緊急速報メールを配信し

ます。訓練の内容や開始時間は各地区によって異なるので、お住いの地区の自主防災会に確認してください（訓練

日の２週間前を目安に下田市 HP にも各地区の訓練一覧を掲載します）。

ラップポン１つに対して２つ

ずつハンディバッテリーを準

備しているので、停電時でも

使用できます。

こころの健康づくりアンケートにこころの健康づくりアンケートに

ご協力くださいご協力ください

　市では、みなさんの健康のために特定健診（健康

診査）を行っています。 

　通常なら約 1 万円ほどの健診費用が０円（後期高

齢者の方は 500 円）で受けられるチャンスです。病

気のリスクを確認するためにも、毎年の受診をお願

いします。

対象者

・下田市国民健康保険加入者

・後期高齢医療制度加入者

予約方法

①インターネット予約　

　https://logoform.jp/f/HlGxa

②電話予約

　市民保健課国保年金係（窓口③）☎㉒３９２２　

　※９時～ 17 時（土日祝日は除く）

　　　　　　　　家屋の家屋の
　　　　　　　　　　新築・増築・取壊し・名義変更新築・増築・取壊し・名義変更
　　　　　　　　　　　　　　の際は届け出をお願いしますの際は届け出をお願いします

　固定資産税・都市計画税は、１月１日現在、法務局

の登記情報をもとに課税されます。

　ただし、下記の場合においては、市役所窓口に直接

ご連絡・届出をいただく必要があります。

①未登記家屋（法務局に登録のない家屋）

・新築、増築、取壊し

・名義変更

②上記以外の家屋で下記の場合

・新築、増築、取壊し工事が完了したが１月１日ま

でに登記手続が間に合わない

・増築部分を登記しない

・取壊し後に滅失登記を行わない

　該当のある方は下記までご連絡ください。

届出期限

令和６年２月１日（木）

届出・問合せ先

　税務課資産税係（窓口⑧）☎㉒２２１８

　下田市いのち支える自殺対策行動計画の見直しにあ

たり、より身近な計画となるよう実態調査を行います。

　誰も自殺に追い込まれない市を目指し、皆さまのご

意見をお聞かせください。

対象者

市内に在住、又は、在勤・在学する16歳以上の方

回答方法

ＱＲコードから、ご回答願います。

窓口でも回答用紙を配布しています。

回答期間

11 月 30 日（木）22 時まで

注意事項

・回答は、お一人につき１回とさせていただきます。

・回答いただいた内容は統計的数字としてまとめます

ので、個人が特定されたり、この調査の分析以外の

目的で利用されることはありません。

問合せ先

　福祉事務所障害福祉係（窓口⑥）☎㉒２２１６

アンケート回答

QR コード

特定健診（健康診査）　まだ受けられます
問合せ先　市民保健課国保年金係（窓口③）　☎㉒３９２２

実　施　日実　施　日 会　　場会　　場

11 月 14 日（火）11 月 14 日（火）
須崎漁民会館須崎漁民会館

11 月 15 日（水）11 月 15 日（水）

11 月 16 日（木）
静岡県下田総合庁舎２Ｆ

11 月 17 日（金）

11 月 18 日（土）11 月 18 日（土） みくらの里みくらの里

11 月 27 日（月） 稲生沢公民館

11 月 28 日（火）11 月 28 日（火）

市民文化会館市民文化会館12 月１日（金）12 月１日（金）

12 月２日（土）12 月２日（土）申込 QR コード

※健診時間　13 時～ 15 時

【使用方法】
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私
に
は

　

私
に
は
天天あ

ま

の

じ

ゃ

く

あ

ま

の

じ

ゃ

く

の
邪
鬼

の
邪
鬼
の
と
こ
ろ
が

の
と
こ
ろ
が

あ
り
、
例
え
ば
、
人
口
減
少
が
大

あ
り
、
例
え
ば
、
人
口
減
少
が
大

問
題
だ
と
言
わ
れ
る
と
、
明
治
以

問
題
だ
と
言
わ
れ
る
と
、
明
治
以

前
の
日
本
は
３
千
万
人
く
ら
い
で

前
の
日
本
は
３
千
万
人
く
ら
い
で

安
定
し
て
い
た
と
言
っ
て
み
た

安
定
し
て
い
た
と
言
っ
て
み
た

り
、
観
光
客
数
の
減
少
を
強
調
さ

り
、
観
光
客
数
の
減
少
を
強
調
さ

れ
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

れ
る
と
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
弊
害
を
唱
え
た
り
と
、
異
論
反

の
弊
害
を
唱
え
た
り
と
、
異
論
反

論
を
し
か
け
た
く
な
る
。

論
を
し
か
け
た
く
な
る
。

　

こ
の
性
格
は
幼
少
期
か
ら
だ

　

こ
の
性
格
は
幼
少
期
か
ら
だ

と
思
う
。
当
時
わ
が
家
は
家
計
が

と
思
う
。
当
時
わ
が
家
は
家
計
が

厳
し
か
っ
た
の
で
、
周
り
の
子
ど

厳
し
か
っ
た
の
で
、
周
り
の
子
ど

も
た
ち
が
持
っ
て
い
る
玩
具
な
ど

も
た
ち
が
持
っ
て
い
る
玩
具
な
ど

を
買
っ
て
も
ら
え
ず
、
同
じ
遊
び

を
買
っ
て
も
ら
え
ず
、
同
じ
遊
び

に
加
わ
れ
な
い
、
異
端
と
い
う
存

に
加
わ
れ
な
い
、
異
端
と
い
う
存

在
に
な
る
こ
と
が
時
折
あ
っ
た
。

在
に
な
る
こ
と
が
時
折
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
私
は
い
つ
か
ら
か
そ

と
こ
ろ
が
、
私
は
い
つ
か
ら
か
そ

れ
が
苦
に
な
ら
な
く
な
り
、
む
し

れ
が
苦
に
な
ら
な
く
な
り
、
む
し

ろ
異
端
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ

ろ
異
端
を
楽
し
む
よ
う
に
な
っ

た
。
自
己
防
衛
本
能
か
も
し
れ
な

た
。
自
己
防
衛
本
能
か
も
し
れ
な

い
。
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
「
酸
っ
ぱ

い
。
イ
ソ
ッ
プ
物
語
の
「
酸
っ
ぱ

い
ぶ
ど
う
」
の
よ
う
に
。

い
ぶ
ど
う
」
の
よ
う
に
。

　

幼
稚
園
の
頃
の
浮
き
輪
の
経
験

　

幼
稚
園
の
頃
の
浮
き
輪
の
経
験

は
今
も
忘
れ
な
い
。
お
友
だ
ち
の

は
今
も
忘
れ
な
い
。
お
友
だ
ち
の

浮
き
輪
に
は
流
行
り
の
マ
ン
ガ
が

浮
き
輪
に
は
流
行
り
の
マ
ン
ガ
が

描
れ
て
カ
ッ
コ
い
い
の
に
、
私
の

描
れ
て
カ
ッ
コ
い
い
の
に
、
私
の

は
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

は
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
そ
こ

で
母
に
マ
ジ
ッ
ク
で
マ
ン
ガ
を
描

で
母
に
マ
ジ
ッ
ク
で
マ
ン
ガ
を
描

い
て
も
ら
っ
た
。「
風
の
フ
ジ
丸
」

い
て
も
ら
っ
た
。「
風
の
フ
ジ
丸
」

　
こ
ん
に
ち
は
、
市
長
で
す

　
　
　

～
天あ

ま

の

じ

ゃ

く

の
邪
鬼
の
つ
ぶ
や
き
～

9/29　平山奏颯選手（空手）表敬訪問
　日本空手松濤連盟伊豆南支部の平

ひらやまかなで

山奏颯選手（稲生

沢小３年）が、第24回松濤連盟全国空手道選手権にて、

組手で３位、型でベスト８と好成績を収めたことを市長

に報告しました。市長室では見事な型も披露しました。

1 0 月の
できごと

　　　　 ２日　赤い羽根共同募金活動　

   　 　　５日　下田中学校職業講話

　　　　    ８日　しょういん探検隊

12 日　日本赤十字献血

25 日　親子和菓子作り教室

26 日　市内小学校　音楽発表会

10/14　28 年ぶりの交流試合
　姉妹都市である沼田市で、市役所野球部が交流試合

を行いました。沼田市とは蓮台寺温泉に伝わる天狗伝

説と沼田市迦
かしょうざん

葉山弥
み ろ く じ

勒寺の大天狗面から両市の交流が

深まり現在も交流を行っています。

10/2　新体力テスト実施！
　

下田小学校体育館にて、スポーツ庁が実施する令和

５年度体力・運動能力調査に伴う『新体力テスト』が

行われました。20歳～ 79歳までの市民 34名が参加し、

それぞれの年代に応じた種目に参加しました。

10/2　下田中学校運動会
　

雨の影響で２日間延期された下田中学校運動会が 10

月２日に開催されました。平日での開催にも関わらず、

多くの保護者が応援に駆けつけ、生徒たちはたくさん

の声援の中、全力で競技に取り組んでいました。

9/28　委嘱状を交付しました！
　金

かなざしあきお

指明夫さん（白浜）が固定資産評価審査委員に選

任されました。任期は令和８年９月 28日までの３年間

です。固定資産課税台帳に登録された評価額への不服

申立てに対し、中立的な立場で審査していただきます。

10/4　備蓄用飲料水を寄贈いただきました
　ダイドービバレッジサービス㈱様から 550 ㎖入りの

備蓄用飲料水を 720 本寄贈していただきました。平成

18 年から約２年に一度寄贈される飲料水は、災害時

の飲料水として備蓄しています。

と
か
「
オ
オ
カ
ミ
少
年
ケ
ン
」
と

と
か
「
オ
オ
カ
ミ
少
年
ケ
ン
」
と

か
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
私
は
そ

か
だ
っ
た
よ
う
に
思
う
。
私
は
そ

れ
を
、
こ
れ
は
お
店
で
売
っ
て
な

れ
を
、
こ
れ
は
お
店
で
売
っ
て
な

い
ん
だ
ぞ
、
と
誇
っ
て
い
た
。
嘘

い
ん
だ
ぞ
、
と
誇
っ
て
い
た
。
嘘

で
な
く
本
当
に
そ
う
思
っ
た
。

で
な
く
本
当
に
そ
う
思
っ
た
。

　

長
じ
て
か
ら
も
そ
の
癖
は
抜
け

　

長
じ
て
か
ら
も
そ
の
癖
は
抜
け

ず
、
今
も
他
の
自
治
体
が
や
っ
て

ず
、
今
も
他
の
自
治
体
が
や
っ
て

い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
政
策
を

い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
政
策
を

実
施
す
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ

実
施
す
る
こ
と
に
は
抵
抗
が
あ

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
せ
よ
、
移

る
。
ふ
る
さ
と
納
税
に
せ
よ
、
移

住
政
策
に
せ
よ
、
今
、

住
政
策
に
せ
よ
、
今
、
流流・
・
・

・
・
・

行
り
行
り
のの

政
策
に
対
し
て
も
つ
い
ア
ン
チ

政
策
に
対
し
て
も
つ
い
ア
ン
チ

テ
ー
ゼ
を
思
い
つ
い
て
し
ま
う
。

テ
ー
ゼ
を
思
い
つ
い
て
し
ま
う
。

そ
の
理
論
を
構
築
し
て
い
る
柱
の

そ
の
理
論
を
構
築
し
て
い
る
柱
の

１
本
１
本
を
ペ
タ
ペ
タ
叩
い
て
、

１
本
１
本
を
ペ
タ
ペ
タ
叩
い
て
、

こ
れ
大
丈
夫
か
な
と
確
か
め
ず

こ
れ
大
丈
夫
か
な
と
確
か
め
ず

に
い
ら
れ
な
い
の
だ
。
そ
し
て
、

に
い
ら
れ
な
い
の
だ
。
そ
し
て
、

時
々
、
市
役
所
の
幹
部
会
議
の
議

時
々
、
市
役
所
の
幹
部
会
議
の
議

題
に
乗
せ
、
幹
部
職
員
は
、
私
が

題
に
乗
せ
、
幹
部
職
員
は
、
私
が

示
す
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
に
対
し
て
自

示
す
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
に
対
し
て
自

分
な
り
の
考
え
や
意
見
を
言
う
こ

分
な
り
の
考
え
や
意
見
を
言
う
こ

と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
時
間
を
、

と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
時
間
を
、

私
は
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
。

私
は
と
て
も
大
切
に
し
て
い
る
。

　

議
論
を
重
ね
て
、
皆
で
課
題

　

議
論
を
重
ね
て
、
皆
で
課
題

を
乗
り
越
え
る
。
し
か
し
て
市

を
乗
り
越
え
る
。
し
か
し
て
市

役
所
の
体
質
を
強
化
す
る
、
さ

役
所
の
体
質
を
強
化
す
る
、
さ

ら
に
は
、
下
田
市
の
政
策
を
骨

ら
に
は
、
下
田
市
の
政
策
を
骨

太
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
私

太
に
す
る
と
い
っ
た
こ
と
が
私

の
責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
責
務
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問合せ先　地域子育て支援センター　☎㉗２２００

１日(金)　 敷根公園で遊ぼう

２日(土)　 開館日

６日(水)　 めだかルーム　９時～11時30分

７日(木) 　クリスマス会　10時30分～

８日(金) 　クリスマス会　10時30分～

　　　　　 ＊午後閉館（清掃・消毒）

11日(月)　 誕生会

13日(水)　 あひるルーム　９時～11時30分

15日(金)　 親子で知育ヨガ　(村瀬励子先生)

16日(土)　 開館日

18日(月)　 下田認定こども園交流

20日(水)　 うさぎルーム　９時～11時30分

22日(金)　 わくわくタイム

　　　　　 ＊午後閉館（清掃・消毒）　

25日(月)　 発育測定・育児相談　９時～11時

27日(水)～28日(木)　閉館（大掃除）

29日(金)～１/３(水)　年末年始休館

※予定は変更になる場合があります。

詳細は子育て支援センターまでお問い合わせください。

め だ か ル ー ム

　木々の葉が色づき始め、秋の深まりを感じる

季節となりました。一年の中でも過ごしやすい

この時期、戸外で秋の自然に触れながら遊ぶの

も楽しいですね。また、お子さんと一緒に絵本

を見る時間をつくってみてはいかがですか。支

援センターにも、絵本コーナーを設けています。

　また、小さなお友達も増えました。遊びにき

てくださいね。

た ぬ き の 製 作

体 育 館 で 遊 ぼ う 誕 生 会
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協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
期
間

11
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

回
答
方
法

　

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
回
答

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

美
し
い
伊
豆
創
造
セ
ン
タ
ー　
　

 

☎
０
５
５
８-

７
２-

０
２
８
０

ル
の
使
い
方
等

申
込
方
法

問
合
せ
先
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切　

11
月
24
日
（
金
）

※
定
員
に
達
し
次
第
終
了

持
ち
物

筆
記
用
具
・
ご
自
身
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン

問
合
せ
先

総
務
課
情
報
推
進
係　
　

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
２
１

　

県
内
市
町
で
は
、
11
月
か
ら
12

月
ま
で
を「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

と
し
て
、
県
と
連
携
し
徴
収
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

納
税
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

失
業
や
病
気
、
事
業
の
廃
止
な

ど
の
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
一
時

的
に
納
税
す
る
こ
と
が
困
難
な
場

合
に
は
、
お
早
め
に
税
務
課
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

夜
間
相
談
窓
口
の
開
設

　

納
税
相
談
の
ほ
か
、
市
税
の
納

付
も
で
き
ま
す
。

夜
間
相
談
窓
口
期
間

12
月
４
日（
月
）～
12
月
８
日（
金
）　

19
時
30
分
ま
で

納
付
は
便
利
な
口
座
振
替

　

お
申
込
み
は
、
税
務
課
又
は
市

初
心
者
の
方
も
是
非
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

主
催　

下
田
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

日
時　

11
月
４
日
（
土
）

13
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

会
場　

下
田
小
学
校
体
育
館

定
員　

72
名

参
加
費　

一
人
５
０
０
円

締
切　

定
員
に
達
し
次
第
終
了

応
募
方
法　

 

教
育
委
員
会
に
あ
る
申
込
書
に

よ
り
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
申
込

書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
資
格　

ど
な
た
で
も
（
小
学

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
）

申
込
・
問
合
せ
先

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉓
５
０
５
５

　

豊
か
な
自
然
や
歴
史
と
文
化
を

持
つ
下
田
は
、
川
端
康
成
の
『
伊
豆

の
踊
子
』
を
は
じ
め
と
し
た
多
く

の
文
学
作
品
の
舞
台
と
し
て
、ま
た
、

三
島
由
紀
夫
な
ど
著
名
な
作
家
の

逗
留
先
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
。

　

今
回
、
静
岡
県
に
よ
る
「
伊
豆
の

ふ
る
さ
と
と
文
学
２
０
２
３
」
の
開

催
に
合
わ
せ
て
、
伊
豆
半
島
の
中
で

　

市
消
防
団
で
は
、
９
日
に
消
防

団
車
両
に
よ
る
防
火
啓
発
パ
レ
ー

ド
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
左
記
期
間
に
お
い
て
、

各
分
団
に
よ
る
消
火
演
習
も
実
施

し
ま
す
。

　

サ
イ
レ
ン
を
用
い
て
の
演
習
に

な
り
ま
す
の
で
、
火
災
と
お
間
違

い
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

消
火
演
習
日
程

11
月
９
日
（
木
）
５
時
50
分
～

第
３
・
４
分
団
（
稲
梓
地
区
）
、
第

５
分
団
（
浜
崎
地
区
）
、
第
７
分

団
（
白
浜
地
区
）

11
月
15
日
（
水
）
18
時
50
分
～

第
１
分
団
（
旧
下
田
地
区
）
、
第

２
分
団
（
稲
生
沢
地
区
）
、
第
６

分
団
（
朝
日
地
区
）

問
合
せ
先

防
災
安
全
課
消
防
安
全
係

　
　

 

（
窓
口
⑩
）
☎
㊱
４
１
４
５

　

「
ボ
ッ
チ
ャ
」
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

生
ま
れ
の
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
正
式

種
目
で
す
。
ル
ー
ル
も
簡
単
で
、

老
若
男
女
、
障
が
い
の
あ
る
な
し

に
関
わ
ら
ず
す
べ
て
の
人
に
お
楽

し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
未
経
験
、

広報しもだ 2023.11 月号 - 12 -- 13 - 広報しもだ 2023.11 月号
（広告）

　

11
月
第
４
金
曜
日
夜
間
と
土
曜

日
午
前
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

窓
口
延
長
日
及
び
時
間

11
月
24
日(

金)

17
時
15
分
～
19
時
30
分

11
月
25
日(

土)

９
時
～
12
時

持
ち
物

・
郵
送
さ
れ
た
個
人
番
号
カ
ー
ド

交
付
通
知
書
（
交
付
の
方
の
み
）

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド

・
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証
等
、

顔
写
真
付
き
の
も
の
は
１
点
、

保
険
証
等
は
２
点)

窓
口
の
場
所

市
役
所
西
館
１
階

市
民
保
健
課
市
民
係
（
窓
口
②
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
１
５
５
１

問
合
せ
先

市
民
保
健
課
市
民
係

　
　

 

（
窓
口
②
）
☎
㉒
２
２
１
５

内
金
融
機
関
に
あ
る
「
口
座
振
替

依
頼
書
」
に
必
要
事
項
の
記
入
、

金
融
機
関
お
届
け
印
を
押
印
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
期
限

内
で
あ
れ
ば
土
日
祝
日
問
わ
ず
、

24
時
間
納
付
が
で
き
ま
す
。

問
合
せ
先

税
務
課
滞
納
対
策
係
・
収
納
係

　
　

 

（
窓
口
⑦
）
☎
㉒
２
２
１
８

　

地
震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど

の
緊
急
時
に
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
国
の
緊
急
情
報
を
、

同
報
無
線
を
用
い
て
市
民
の
皆
さ

ま
へ
確
実
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、

左
記
の
日
程
で
国
民
保
護
情
報
の

試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
、
市
民
の
皆
さ
ま
も
、
短
い

時
間
で
あ
わ
て
ず
に
身
を
守
る
行

動
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

国
民
保
護
情
報
訓
練

日
時　

11
月
15
日
（
水
）
11
時
頃

放
送
内
容

（
上
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）
＋
（
こ
れ

は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ
ス
ト
で
す
。）

×
３
回
＋
（
こ
ち
ら
は
、
下
田
市

で
す
。）
＋
（
下
り
４
音
チ
ャ
イ
ム
）

問
合
せ
先

防
災
安
全
課
防
災
係　
　

　
　

 

（
窓
口
⑩
）
☎
㊱
４
１
４
５

試
験
案
内
・
受
験
申
込
書
の
配
布

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
及
び

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

総
務
課
人
事
係　

☎
㉒
２
２
１
１

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
お
持
ち
の

シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
講
座
を
行

い
ま
す
。

※
12
月
と
１
月
に
も
講
座
開
催
予
定

日
時　

11
月
28
日
（
火
）

午
前
の
部

受
付
開
始
時
間　

９
時
30
分
か
ら

講
座　

10
時
～
12
時

午
後
の
部　
　

受
付
開
始
時
間　

13
時
か
ら

講
座　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

対
象
者　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

募
集
人
数　

各
10
名
（
先
着
順
）

会
場　

朝
日
公
民
館

受
講
料　

無
料

内
容

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
基
本
操
作
、

文
字
入
力
、
便
利
な
ア
プ
リ
の
紹

介
、地
図
ア
プ
リ
の
使
い
方
、メ
ー

採
用
予
定
年
月
日

令
和
６
年
４
月
１
日

冬
日
程

募
集
職
種
及
び
採
用
予
定
人
員

○
一
般
事
務
職
【
大
卒
・
短
大
卒
】

○
一
般
事
務
職
【
高
卒
程
度
】

○
一
般
事
務
職
【
社
会
人
経
験
者
】

○
一
般
事
務
職（
情
報
処
理
）【
資
格
】

〇
一
般
事
務
職
（
情
報
処
理
）【
経

験
者
】

〇
技
術
職
（
土
木
・
建
築
）
【
高

卒
程
度
】

○
技
術
職
（
土
木
・
建
築
）

〇
技
術
職
（
都
市
計
画
）

○
保
健
師

○
保
育
士
・
保
育
教
諭

〇
管
理
栄
養
士

い
ず
れ
の
職
種
も
若
干
名

申
込
受
付
（
土
日
・
祝
日
は
除
く
）

12
月
１
日
（
金
）
ま
で

試
験
日　

12
月
23
日
（
土
）

（
教
養
試
験
・
小
論
文
・
事
務
能

力
検
査
・
口
述
試
験
等
）

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

   
   　　

  　
　
　
　

　
　
　
　

    

窓
口
延
長

窓
口
延
長

令
和
６
年
度
採
用

令
和
６
年
度
採
用

　
　
　
　
　

下
田
市
職
員
募
集

　
　
　
　
　

下
田
市
職
員
募
集

11 月の納税

納期は 11 月 30 日（木）

国民健康保険税　 ７期

後期高齢者医療保険料 ４期

介護保険料    　 ５期

※納期内に納めましょう

※納税は便利な口座振替で

下
田
市
文
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

下
田
市
文
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

～
川
端
・
三
島
・
山
頭
火
―
再
生
の

～
川
端
・
三
島
・
山
頭
火
―
再
生
の

地
と
し
て
の
〝
下
田
と
文
学
〟
～

地
と
し
て
の
〝
下
田
と
文
学
〟
～

1111
月
・
月
・
1212
月
は
月
は

　

税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

　

税
の
滞
納
整
理
強
化
月
間
で
す

市ホームページ

QR コード

ぜひご利用ください

下田市メール配信サービス

Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

フ
ィ
ー
チ
ャ
ー

フ
ォ
ン
Ｑ
Ｒ

シ
ニ
ア
世
代
対
象

シ
ニ
ア
世
代
対
象

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
の
開
催

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
の
開
催

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

Ｊ
ア
ラ
ー
ト

　
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

　
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

　
　

の
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

　
　

の
試
験
放
送
を
実
施
し
ま
す

1111
月
９
日
か
ら

月
９
日
か
ら
1515
日
は
日
は

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
で
す

も
、
天
城
を
南
に
越
え
た
下
田
と
い

う
地
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、〝
再
生
〟

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ら
、
そ
の
文

学
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
た
め
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

11
月
21
日
（
火
）
13
時
～
16
時

(

受
付
開
始
12
時
か
ら
）

会
場

市
民
文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

募
集
人
数　

４
０
０
名(

先
着
順
）

内
容

基
調
講
演　
　
　
　
　
　
　

13
時
10
分
～
14
時
40
分

演
題

三
島
由
紀
夫
、
海
そ
し
て
下
田　

講
師

平
野　

啓
一
郎
氏(

芥
川
賞
作
家
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

14
時
55
分
～
16
時

「
再
生
の
地
と
し
て
の
〝
下
田
と

文
学
〟」

パ
ネ
リ
ス
ト　

渡
邉　

紘
氏

「
山
頭
火
、
転
生
の
伊
豆
路
」

原
田　

正
己
氏

「『
伊
豆
の
踊
子
』に
お
け
る
再
生
」

渡
邊　

秀
明
氏　

「
露
伴
と
周
五
郎
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

土
屋　

知
美
氏
（
Ｓ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
）

参
加
費　
　

無
料

申
込
方
法　

事
前
申
込
制
（
11
月
20
日
ま
で
）

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
、
電
話
、
図
書
館
窓

口
で
の
申
込
み

申
込
・
問
合
せ
先

　

市
立
図
書
館　

☎
㉒
０
３
５
２

　

（
一
社
）
美
し
い
伊
豆
創
造
セ

ン
タ
ー
（
略
称
：
美
伊
豆
）
は
伊

豆
半
島
の
地
域
活
性
化
を
図
る
観

光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
団
体
で
、
静
岡
県
、
伊

豆
半
島
７
市
６
町
、
民
間
企
業
か

ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
等
が
観
光
誘

客
や
地
域
振
興
等
に
関
し
て
様
々

な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
伊
豆
地
域
の
住
民
の

皆
さ
ま
が
観
光
客
の
受
入
れ
に
対

し
て
持
つ
思
い
や
地
域
へ
の
愛
着

と
誇
り
な
ど
を
調
査
す
る
た
め
、

「
観
光
に
関
す
る
住
民
満
足
度
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
は
、
地
域
住
民

の
皆
さ
ま
の
満
足
度
向
上
に
貢
献

す
る
取
組
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま

す
。
よ
り
良
い
観
光
地
域
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
に
、
皆
さ
ま
の
ご

申込 QR コード

観
光
に
関
す
る

観
光
に
関
す
る

　
　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
の
お
願
い

　
　
　
　
　
　

ご
協
力
の
お
願
い

美伊豆の取組に

ついてはこちら

アンケート回答

QR コード

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

ボ
ッ
チ
ャ
大
会
開
催
の
お
知
ら
せ

国
税
庁 

Ｑ
Ｒ

税を考える週間



敷　

根　

鶴
岡　

敎
男　

４　

80

東
本
郷　

辻
村　

有
文　

９　

76

蓮
台
寺　

大
野　

米
一　

３　

76

吉
佐
美　

 

堺 　

京
子　

9/29　

74

須　

崎　

長
友　

靖
尚　

10　

69

柿　

崎　

岩
本　

幸
子　

８　

82

※
戸
籍
の
ま
ど
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲

載
を
望
ま
な
い
方
は
、
事
前
に

係
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

問合せ先　市立図書館　☎㉒０３５２　●休館日／毎週月曜日、第４木曜日及び祝日

ぜひ図書館に

お越しください

広報しもだ 2023.11 月号 - 14 -

　成人向け　書名 著者名 出版社

記憶の歳時記 村山 由佳 集英社

戦国女刑事 横関 大 小学館

天神参り たすけ鍼 山本 一力 朝日新聞出版

マリスアングル 誉田 哲也 光文社

砂時計 警視庁強行犯係捜査日誌 香納 諒一 徳間書店

児童向け　書名 著者名 出版社

ふざけんぼうのサンタクロース 中川 ひろたか/作 教育画劇

月さんとザザさん 角野 栄子 /作・絵 小学館

こらしめじぞう 村上 しいこ /著 静山社

やさしくわかる 食品ロス 西岡 真由美/著 技術評論社

スマホアプリはなぜ無料？ 松本 健太郎 河出書房新社

- 15 - 広報しもだ 2023.11 月号

今月のミニミニあーとぎゃらりー 10月のミニミニあーとぎゃらりー

図書館ニュース

11/4　体験型ブック『伊豆の踊子』下田編

　『伊豆の踊子』の舞台となった下田の魅力を、作品鑑賞と朗読、まち歩きで体験するイベントです。

11/21　下田市文学シンポジウム～川端・三島・山頭火－再生の地としての“下田と文学”～

　平野 啓一郎氏（芥川賞作家）の基調講演やパネルディスカッションを通し、下田と文学の

魅力を再発見するためのシンポジウムです。

今月の特集

　話題本ピックアップ

　受賞作品や、ノミネート作品、今話題になっている本などを展示しております。この機会にぜひ

チェックしてみてください！

水彩画同好会「水彩画」

９
月
16
日
か
ら
10
月
15
日
届
け
分

　
　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

　
９
月
届

地　

区　
　

氏　

名　
　

保
護
者

旧
岡
方
村　

本
田　

 

和な
ぎ　

 

剛　

士

　

〃　
　

梶
原　

彩さ

あ

や朱　

渓　

介

吉
佐
美　

土
屋　

椛か

れ

ん恋　

 

要

須　

崎　

宇
都
宮
希け

い

な渚　

通　

彰　

９
月
届

地 

区 
 

氏 

名  

死
亡
日  

年
齢

二
丁
目　

臼
井
希
衣
子　

16　

95

六
丁
目　

宮
新
ゆ
き
え　

26　

103

西
本
郷　

阿
部　

げ
子　

28　

95

加
増
野　

矢
田
部
良
子　

15　

99

10
月
届

一
丁
目　

鈴
木　

長
衛　

２　

90

二
丁
目　

臼
井　

 

亨 

　

9/29　

98

旧
岡
方
村　

辻
井　

宏
州　

９　

87

12 月の市民相談
相談日 内容 対象 時間 場所

12月６日
（水）

人権相談
どなたでも

（予約不要）
10：00 ～ 15：00

市民文化会館
小会議室２

12 月７日
（木）

年金相談
どなたでも
（要予約）

９：00～ 14：00
市民文化会館
大会議室

12月12日
（火）

２歳児
健康相談

Ｒ３年
11 月生

８：50 ～９：50 中央公民館
２歳６か月
児健康相談

Ｒ３年
５月生

12月13日
（水）

法律相談

どなたでも
（要予約）

９：30～ 12：00
市役所
中会議室

市民相談 10：00 ～ 15：00
市役所

第３委員会室12月21日
（木）

事故相談 13：00 ～ 15：30

12月 27日
（水）

市民相談 10：00 ～ 15：00
市役所

第２委員会室
問合せ先一覧

市民相談：

法律相談：

年金相談：市民保健課国保年金係（窓口③）☎㉒３９２２

健康相談：市民保健課健康づくり係（窓口⑤）☎㉒２２１７

人権相談：福祉事務所社会福祉係（窓口⑥）☎㉒２２１６

事故相談：防災安全課消防安全係（窓口⑩）☎㊱４１４５

乳幼児健診
相談日 内容 対象 時間 場所

11月30日
（木）

１歳６か月

児健診

Ｒ４年３月 28 日～

Ｒ４年４月 30 日生 12：50

～ 14：00
中央公民館

３歳児健診 Ｒ２年９月～10月生

水道当番工事店　　　　　　※修繕費は有料です。

分担期間 工事店 電話番号

11月２日～11月５日 ㈱外岡組
22-1769
22-1250

11月６日～11月12日 斉藤住設 22-7245

11月13日～11月19日 ㈲渡辺住宅設備 27-1300

11月20日～11月26日 ヤマト設備工業㈱ 23-3570

11月27日～12月３日 須原設備 28-1161

人のうごき
    住民登録人口 10 月１日 増減

男　   ９，５７６　　　　－２４

女 　１０，２１６　　　　－２７

計 　１９，７９２　　　　－５１ 

  　　世帯数　  １０，４３８

　　　出　生  　６　　 転　入　　４２

　　　死　亡  ３６　　 転　出　　６３

謹
ん
で

　
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　 

あ
か
る
く
す
こ
や
か
に

子育てネットワーク通信
問合せ先　子育てネットワーク事務局　☎㉒２２１６

●ひよこサロン（参加費無料）☎㉒ 3294（社会福祉協議会）

　（子育て中の保護者、子ども同士の交流の場）

　日時　12 月 21 日（木）10：00 ～ 12：00

　
場所　道の駅「開国下田みなと」４階会議室３

●下田わくわくパーク「これば！」☎㉒ 2216（福祉事務所）

　（小学校の体育館がこの日はみんなの遊び場になるよ！）

　日時　令和６年１月 13 日（土）10：00 ～ 15：00　
　場所　稲生沢小学校体育館

市 公 式
市の魅力的な風景や住んでいるからこそわかる
スポットの画像を発信していきます。

下
田
市

下
田
市

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　
　
　
サ
ー
ビ
ス

（ イ ン ス タ グ ラ ム ）

Instagram

永田 文明「耕心窯」

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
こ

れ
ま
で
に
形
を
変
え
な
が
ら
大
き

な
波
を
何
度
も
超
え
、
現
在
は
９
回

目
の
渦
の
中
に
い
ま
す
。
こ
の
４

年
あ
ま
り
で
私
達
の
生
活
ス
タ
イ

ル
そ
の
も
の
も
変
え
て
き
ま
し
た
。

変
わ
ら
な
い
の
は
感
染
対
策
の
実

践
そ
の
も
の
で
す
。

　

こ
こ
最
近
で
は
、
変
異
し
た
ウ

イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
拡
大
に
よ

り
、
感
染
者
数
は
落
ち
着
く
ど
こ

ろ
か
増
加
の
傾
向
を
た
ど
っ
て
い

ま
す
。
依
然
と
し
て
強
い
感
染
力

を
持
ち
感
染
対
策
に
終
わ
り
の
な

い
毎
日
で
す
。

　

こ
の
動
向
か
ら
見
え
て
く
る
問

題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
一
つ

は
、
家
庭
内
で
の
感
染
で
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
の
兆
し
が
見
え
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
同
時
感
染
が
私
達
の
生
活

を
脅
か
し
て
い
る
現
状
で
す
。

　

そ
こ
で
再
度
『
感
染
し
な
い
・

さ
せ
な
い
・
持
ち
込
ま
な
い
』。

こ
の
こ
と
を
第
１
に
考
え
感
染
対

策
を
実
践
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

感
染
対
策
の
基
本
は
手
洗
い
と

マ
ス
ク
の
遵
守
で
す
。
マ
ス
ク
・

手
指
消
毒
の
遵
守
が
正
し
く
実
践

さ
れ
て
い
れ
ば
、
家
庭
内
感
染
を

最
小
限
に
抑
え
ら
れ
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
に
流
行

す
る
感
染
症
に
も
注
意
を
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
帰
省
や
年

末
年
始
の
集
ま
り
の
際
は
、
特
に

感
染
対
策
を
怠
ら
な
い
よ
う
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。
ひ
と
り
ひ
と
り

の
感
染
対
策
が
大
き
な
力
と
な

り
、
ウ
イ
ル
ス
を
撥
ね
除
け
る
と

思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
波
を
乗
り
越
え
今
後

も
正
し
い
感
染
対
策
を
行
な
っ
て

行
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

下
田
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉕
２
５
２
５

「
感
染
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・
持

ち
込
ま
な
い
」

　
　

ま
だ
ま
だ
続
く
コ
ロ
ナ
対
策

感
染
管
理
認
定
看
護
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
年
聖
子

市民保健課市民係（窓口②）☎㉒２２１５



わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
マ
チ
ャ
は
山

わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
マ
チ
ャ
は
山

ア
ジ
サ
イ
の
変
種
で
あ
り
、
な
か

ア
ジ
サ
イ
の
変
種
で
あ
り
、
な
か

で
も
ア
マ
ギ
（
天
城
）
ア
マ
チ
ャ

で
も
ア
マ
ギ
（
天
城
）
ア
マ
チ
ャ

は
昔
か
ら
天
城
山
に
た
く
さ
ん
自

は
昔
か
ら
天
城
山
に
た
く
さ
ん
自

生
し
て
い
た
と
知
り
、
こ
れ
は
栽

生
し
て
い
た
と
知
り
、
こ
れ
は
栽

培
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

培
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

市
の
花
で
も
あ
る
ア
ジ
サ
イ
。
縁

市
の
花
で
も
あ
る
ア
ジ
サ
イ
。
縁

を
感
じ
た
私
は
、ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ

を
感
じ
た
私
は
、ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ

の
栽
培
に
向
け
て
調
べ
る
日
々
を

の
栽
培
に
向
け
て
調
べ
る
日
々
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

ご
縁
に
よ
り
、
８
月
末
日
に
栃

　

ご
縁
に
よ
り
、
８
月
末
日
に
栃

木
県
の
農
業
生
産
法
人

木
県
の
農
業
生
産
法
人((

株株))

みみ

つ
る
研
究
所
の
藤
井
敏
男
農
学
博

つ
る
研
究
所
の
藤
井
敏
男
農
学
博

士
を
訪
ね
、
ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ
に

士
を
訪
ね
、
ア
マ
ギ
ア
マ
チ
ャ
に

よ
る
高
品
質
の
甘
茶
品
種
育
成
及

よ
る
高
品
質
の
甘
茶
品
種
育
成
及

び
栽
培
法
の
確
立
に
関
す
る
研
究

び
栽
培
法
の
確
立
に
関
す
る
研
究

を
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

を
し
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

そ
の
中
の
一
つ
「
ふ
じ
い
甘
１
号
」

そ
の
中
の
一
つ
「
ふ
じ
い
甘
１
号
」

は
世
界
初
の
ア
マ
チ
ャ
ア
ジ
サ
イ

は
世
界
初
の
ア
マ
チ
ャ
ア
ジ
サ
イ

の
品
種
と
し
て
３
年
前
に
種
苗
登

の
品
種
と
し
て
３
年
前
に
種
苗
登

録
さ
れ
、
藤
井
博
士
に

録
さ
れ
、
藤
井
博
士
に
3030
年
間
の
独

年
間
の
独

占
使
用
権
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

占
使
用
権
が
設
定
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
ア
マ
チ
ャ
に
つ
い
て
藤
井
博

後
は
、
ア
マ
チ
ャ
に
つ
い
て
藤
井
博

士
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
な
が
ら
、

士
か
ら
ご
教
示
い
た
だ
き
な
が
ら
、

ア
マ
チ
ャ
栽
培
の
先
進
地
を
視
察

ア
マ
チ
ャ
栽
培
の
先
進
地
を
視
察

し
、
下
田
で
の
ア
マ
チ
ャ
栽
培
の
可

し
、
下
田
で
の
ア
マ
チ
ャ
栽
培
の
可

能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

能
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

お
こ
し
活
動
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

お
こ
し
活
動
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ

う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

う
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先

問
合
せ
先

産
業
振
興
課
農
林
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
３
９
１
４

　

広
報

し
も

だ
　

令
和

５
年

11
月

２
日

発
行

　
毎

月
１

回
発

行
　

下
田

市
役

所
〒

415-8501 下
田
市
東
本
郷
一
丁
目

5
番

18
号
　
☎
 (22) 2212

みなさんのお宅のアイドルを募集しております。
市役所へどしどしお寄せください！
問合せ先　企画課秘書広報係　☎㉒ 2212

 須崎にお住いの

 宇都宮　通彰さん・美沙さんの

    長 男　爽
そ う ま

真　くん   （２歳１か月）

    
長 女

　
希
け い な

渚
　

ちゃん （０歳１か月）

　

　
小さくてかわいい家族が増えたんだ!!

　
ワクワクだけどちょっぴりやきもち?!

　
早く一緒に遊びたいね！！　

　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域

　

皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
里
山
づ
く
り
部
門

お
こ
し
協
力
隊
里
山
づ
く
り
部
門

の
田
中
裕
香
で
す
。

の
田
中
裕
香
で
す
。

　

協
力
隊
員
に
任
命
さ
れ
て
か

　

協
力
隊
員
に
任
命
さ
れ
て
か

ら
、
ら
、
1010
月
で
早
く
も
三
年
が
経
ち

月
で
早
く
も
三
年
が
経
ち

任
期
終
了
と
な
る
所
で
し
た
が
、

任
期
終
了
と
な
る
所
で
し
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

蔓
延
に
よ
り
協
力
隊
員
と
し
て
の

蔓
延
に
よ
り
協
力
隊
員
と
し
て
の

活
動
が
十
分
に
出
来
な
か
っ
た
こ

活
動
が
十
分
に
出
来
な
か
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
任
期
延
長
特
例
が

と
な
ど
か
ら
、
任
期
延
長
特
例
が

認
め
ら
れ
、
も
う
少
し
皆
さ
ま
と

認
め
ら
れ
、
も
う
少
し
皆
さ
ま
と

一
緒
に
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な

一
緒
に
活
動
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
よ
ろ
し

り
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

1010
月
７
・
８
日

月
７
・
８
日

　
　

お
試
し
移
住
体
験
ツ
ア
ー

　
　

お
試
し
移
住
体
験
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　

第
２
回
目
開
催

　
　
　
　
　
　
　

第
２
回
目
開
催

　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
部
門

　

移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
部
門

の
協
力
隊
員
で
あ
る
野
添
さ
ん
と

の
協
力
隊
員
で
あ
る
野
添
さ
ん
と

タ
ッ
グ
を
組
み
、
移
住
希
望
者
の

タ
ッ
グ
を
組
み
、
移
住
希
望
者
の

方
に
向
け
て
田
舎
な
ら
で
は
の
「
で

方
に
向
け
て
田
舎
な
ら
で
は
の
「
で

き
る
農
の
あ
る
暮
ら
し
」
の
提
案

き
る
農
の
あ
る
暮
ら
し
」
の
提
案

を
込
め
た
〈
お
試
し
移
住
体
験
ツ

を
込
め
た
〈
お
試
し
移
住
体
験
ツ

ア
ー
〉の
第
二
弾
を
実
施
し
ま
し
た
。

ア
ー
〉の
第
二
弾
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
回
も
加
増
野
の
「
ポ
ー
レ

　

今
回
も
加
増
野
の
「
ポ
ー
レ

ポ
ー
レ
」
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

ポ
ー
レ
」
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
農
体
験
と
し
て
、
私
の
管
理

き
、
農
体
験
と
し
て
、
私
の
管
理

す
る
畑
で
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
を

す
る
畑
で
さ
つ
ま
い
も
の
収
穫
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
地
元

行
い
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
地
元

の
方
と
の
交
流
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
参
加
者

の
方
と
の
交
流
Ｂ
Ｂ
Ｑ
、
参
加
者

へ
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希
望
の

へ
の
事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
希
望
の

あ
っ
た
施
設
巡
り
な
ど
を
盛
り
込

あ
っ
た
施
設
巡
り
な
ど
を
盛
り
込

み
、
ツ
ア
ー
の
最
後
に
は
爪
木
崎

み
、
ツ
ア
ー
の
最
後
に
は
爪
木
崎

で
の
絶
景
を
堪
能
し
、
短
い
時
間

で
の
絶
景
を
堪
能
し
、
短
い
時
間

で
も
下
田
を
知
っ
て
も
ら
い
、
魅

で
も
下
田
を
知
っ
て
も
ら
い
、
魅

力
が
伝
わ
る
農
あ
る
移
住
体
験
ツ

力
が
伝
わ
る
農
あ
る
移
住
体
験
ツ

ア
ー
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

ア
ー
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

新
規
作
物
「
天
城
甘
茶
」
へ
の

新
規
作
物
「
天
城
甘
茶
」
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ

　
　
　
　
　
　
　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ

　

皆
さ
ん
は
４
月
８
日
の
花
祭
り

　

皆
さ
ん
は
４
月
８
日
の
花
祭
り

は
ご
存
じ
で
す
か
？

は
ご
存
じ
で
す
か
？

　

ク
リ
ス
マ
ス
は
知
っ
て
い
て
も

　

ク
リ
ス
マ
ス
は
知
っ
て
い
て
も

「
花
祭
り
っ
て
な
に
？
」
と
い
う

「
花
祭
り
っ
て
な
に
？
」
と
い
う

方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

　

花
祭
り
と
は

　

花
祭
り
と
は
灌灌か

ん
か
ん

仏仏ぶ
つ
ぶ
つ

会会ええ

と
も
い

と
も
い

い
、
仏
教
を
開
い
た
お
釈
迦
様
の

い
、
仏
教
を
開
い
た
お
釈
迦
様
の

誕
生
祭
で
、
一
般
的
に
は
４
月
８

誕
生
祭
で
、
一
般
的
に
は
４
月
８

日
に
寺
院
で
行
わ
れ
ま
す
。
誕
生

日
に
寺
院
で
行
わ
れ
ま
す
。
誕
生

仏
に
甘
茶
を
か
け
た
り
、
甘
茶
を

仏
に
甘
茶
を
か
け
た
り
、
甘
茶
を

飲
ん
だ
り
し
て
和
や
か
に
お
釈
迦

飲
ん
だ
り
し
て
和
や
か
に
お
釈
迦

様
の
誕
生
を
祝
い
ま
す
。
こ
の
時

様
の
誕
生
を
祝
い
ま
す
。
こ
の
時

に
扱
わ
れ
る
甘
茶
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伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！伊豆縦貫自動車道を早期完成させよう！！
「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と「伊豆縦貫自動車道ロゴマーク」を利用して、伊豆縦貫自動車道の整備促進と

活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→活性化を県内外にＰＲしましょう！　　ご利用方法については、こちらから→
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